
いわてものづくり・ソフトウェア融合テクノロジーセンター（i-MOS）の設備・機器に関するアンケート調査

いわてものづくり・ソフトウェア融合テクノロジーセンター（i-MOS）の保有する設備・機器のより良い管理・運用と今後の新たな機器導入の参考にするため、標記アンケート調査を行います。つきましては、以下の質問にお答え頂き、率直なご意見・ご要望をお聞かせください。

Q1. あなたの所属・氏名をお知らせください。

□ 看護学部　□ 社会福祉学部　□ ソフトウェア情報学部　□ 総合政策学部□ 盛岡短期大学部　
□ 宮古短期大学部　□ その他　（　　　　　　　　　　）

	氏名
	



Q2. i-MOS の設備・機器について

□ 利用したことがある　□ 知っているが利用したことはない　□ 知らない

Q3. Q2で、利用したことがある、または，知っているが利用したことはない、
とお答えした方にお尋ねします。
利用したことがある、または知っている設備・機器についてお知らせください。
(複数選択可)

利用した　　知って
ことがある　 いる
[bookmark: _GoBack]□　　 □  リアルタイム走行環境提示装置（ドライビング・シミュレータ）
□ 　　□  3次元リアルタイム走行環境提示装置向簡易データベース作成プログラム
□ 　　□  熱情報可視化装置（赤外線サーモグラフィ）　
□     □  モバイル型眼球運動計測装置（視線計測装置）
□     □  生理指標測定装置（脳波計）
□     □  切削RPマシン
□     □  自動車整備用リフト
□     □  大型高精細可視化装置（タイルドディスプレイ）
□     □  高度組込みソフトウェア開発技術者教育装置
□     □  個人向け3Dプリンタ
□     □  機械学習用PC（DEEPstation）

Q4. 利用したことがある設備・機器についての感想・意見をお願いします。





次頁に続きます
Q5. 今後の利用予定・計画（設備・機器の内容、用途・頻度等）をお知らせください。










Q6. 知っているが利用したことはない設備について、利用しない理由について教えてください。
□ 自分の研究と合わないため
□ 自分の研究とは合っているが、求めるレベルの機能・性能ではない。
□ 自分で使える機器を保有している。
 　その他









Q7. 新しい設備・機器の導入にあたり、全学共通の設備・機器としてどのようなものがあればよいと考えますか。
  また，その他ご意見・ご要望などございましたらご記入願います。














ありがとうございました！
岩手県立大学  研究・地域連携本部
いわてものづくり・ソフトウェア融合テクノロジーセンター（i-MOS）
i-MOS 事務局（研究・地域連携室）
TEL: 019-694-3330
FAX: 019-694-3331
E-mail: i-mos_riyou@ml.iwate-pu.ac.jp
